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１０月の秋のやしま祭りには
多くの皆さま方にご来店頂きまして
誠にありがとうございました。
今後とも末永く宜しくお願い致します。

🌸 １１月の催事・イベント 🌸

◎催事：大和夢之介展

とき：２6(金)～２8日（日）

🌸 カルチャー 🌸

◎ヨガ教室

とき：６.２０日（土）

１７：３０～１８：３０

※各詳細のお問い合わせはお店まで

◎HP：http://www.yashima-gofuku.co.jp/

🌸 さくらきもの学院 🌸

※詳細はさくらきもの学院事務局まで

◎HP：http://jtti.jp/sakurawasou/

◎Fb：https://www.facebook.com/sakurawasou/

🌸 レッスンのお申込受付ます♪

・マンツーマンレッスン：初等科６回+α

・マイアップレッスン：10,000円/5回

・1dayレッスン：500円/回

着物レンタルの行く先を憂う
--------------------------------------------------

最近、着物に親しむ人たちの中で、また着物を着る人たちにとって、2極化が起きている気
がします。

従来通り着物が好きで、着物の良さを大事に思い着物ライフを楽しんでいる方。一方、着物
を着るのは単なるコスチュームとして、その都度レンタルすれば良いと割り切った考えの方
が多くなっているのではないかと思われます｡

着物を慈しむ
--------------------------------------------------

結婚式に伴う貸衣装は今も昔もそう変わらないと思います。
それから外国人観光客に貸し出す着物はこれまた別物です。

日常の生活の中で、着物を着たほうが良いと思える折、たとえば成人式や卒業式、七五三、
いろいろなお呼ばれやパーティーなど、日本人として着物を着るチャンスに恵まれた時に、

即座にレンタルで躊躇なく着物を借りる人たちが現在は多くなったと思います。

着物は買ったら高いので、その都度借りて済ませば手入れもいらないし始末も楽だと思う方
が多くなってきたのでしょう。

ただ、レンタルの着物として利便性で考える方があまりに多い場合、着物を民族衣装として

慈しむ心が育たないのではということを懸念しております。
ここであえて憂いとするのは、借りるという行為の中では、着物に対する愛着や想いが育た

ず、未来の女性たちに着物文化が伝わっていかないことへの心配からです。

すべてレンタルで済ませてしまっては、着物の文化に触れるきっかけ、深い部分までは学ぶ
機会が少ないのではないでしょうか。

先人の知恵がいっぱい詰まった日本の着物を、各時代の女性たちがどのような思いで暮らし

の中で着物を愛してきたか、知る由も無くなってしまわない様に、これから先を考え私達は
一念に伝えて参りたいと思います。

着物をつくる、持つ､管理する､畳む､自分で、もしくはお母様、お祖母様と相談したり、着

物の組み合わせを考えるなど、この一連のようなことを日本人女性として着物への想いが絶
たれて行ってしまわないように・・・。


